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事 後 評 価 調 書 

Ⅰ 事業概要 

事 業 名 農業農村整備事業（農地環境整備事業） 

地 区 名 高里
たかさと

第１
だいいち

地区 

事業箇所 新城市
しんしろし

作手
つ く で

清
きよ

岳
おか

 

事業のあ

らまし 

 本地区は、新城市の北西部に位置する旧作手村の中心部に広がる主傾斜1/60程度の水田地帯で

ある。昭和40年から43年にかけて第一次構造改善事業により面整備が行われたが、施工後40年

以上が経過し、用水路及び排水路は老朽化による流水阻害や能力不足を起こし、日々の水管理に

多大な労力を要している。また、一部農地は未整備及び排水不良のため農地の汎用化に支障をき

たしている。このような状況の下、高齢化や後継者不足に伴い、将来耕作放棄地の拡大が危惧さ

れている。 

 このため、用排水路、区画整理及び暗渠排水を一体的に整備し、農作業における維持管理費の

省力化を図り、農作業の放棄による農地の荒廃を防ぐことにより優良農地の保全を図ることを目

的として2012年度から農地環境整備事業が実施され、2018年度に完了した。 

事業目標 

【達成（主要）目標】 

・農業者の確保と耕作放棄地の拡大防止を図り、中山間地域の優良農地の保全に資する。 

 

【副次目標】 

－ 

事 業 費 
事業費 内訳 

9.3億円 ■工事費 8.4億円、■用補費 0.1億円、■その他 0.8億円 

事業期間 採択年度 2012年度 着工年度 2012年度 完成年度 2018年度 

事業内容 
生産区域（区画整理1.1ha、農業用用水8.6km、農業用排水1.7km、暗渠排水8.9ha） 

保全管理区域（承水路工0.2km） 

Ⅱ 評価 

①
事
業
目
標
の
達
成
状
況 

1) 主要目

標の達

成状況 

【達成状況】 

区画整理及びそれに伴う用排水路等の整備により、耕作放棄地の拡大防止が図られた。 

 

①耕作放棄地面積の縮小 

・土地の利用面積 

 
実施前(2011)  計画 現在(2022)  

水田 35.0ha 36.1ha  36.1ha 

畑 - - - 

その他 0.2ha 0.4ha 0.4ha 

耕作放棄地 1.8ha － － 

保全管理区域 － 0.5ha 0.5ha 

合 計 37.0ha 37.0ha 37.0ha 

【達成状況に対する評価】 

計画通り耕作放棄地の拡大防止が図られており、中山間地域の優良農地が保全されている

ことから事業目標は達成できた。 

 

2) 副次目

標の達

成状況 

【達成状況】 

 － 

【達成状況に対する評価】 

 － 

（別紙６） 
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Ⅲ 対応方針 

今後の事後評

価の必要性 

主要目標がおおむね計画通り達成されているため、今後の事後評価は不要である。 

改善措置の必

要性 

 主要目標が概ね計画通り達成されているため、改善措置は不要である。 

同種事業に反

映すべき事項 

 標準的な事業計画、工法で施工しているため、同種事業に反映すべき事項はない。 

 

 


